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平成28年度 水稲作柄現地調査報告書

平成28年9月
一般社団法人 北海道米麦改良協会

【調査月日】 平成28年8月24日㈬～26日㈮
【調 査 先】
◎道南班：当別町・蘭越町・道南農業試験場・北斗市・厚沢部町・今金町・厚真町（共励会

最優秀賞圃場・奨決圃）長沼町・中央農業試験場（水田農業G）
◎道央・道北班：美唄市・奈井江町（共励会 最優秀賞圃場）・新十津川町・深川町・小平

町・剣淵町・士別市・上川農業試験場・旭川市・東川町・中富良野町
（各市町の圃場は、現地奨決圃場を中心に調査）

【参加人数】 約70名（部分参加含む）
【総合検討会】平成28年8月26日㈮ 空知農業会館 4階大会議室

1．各地区における作柄概況に
ついて

【石狩地区】

写真1 作柄調査の様子
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GPS

【後志地区】

写真2 作柄調査の様子

【渡島地区】

写真3 登熟期の「ふっくりんこ」

写真4 「きたくりん」の乾田直播栽培

【檜山南部地区】
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写真5 登熟期の「ふっくりんこ」

【檜山北部地区】

【胆振日高地区】

写真8 登熟期の「ゆめぴりか」写真6 作柄調査の様子

写真7 フェロモントラップ上のアカヒ
ゲホソミドリカスミカメ

写真9 登熟期の「ななつぼし」
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【空知南西部地区】

•中央部（美唄・新十津川）の生育について

写真10 奨決圃視察の様子

写真11 奨決圃視察の様子

写真12 共励会最優秀賞受賞者の圃場視
察の様子
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•北部（深川）の生育について

写真13 奨決圃視察の様子

写真14 「そらゆき」疎植試験栽培圃場

【留萌地区】

写真15 奨決圃視察の様子

写真16 登熟期の「ゆめぴりか」
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【上川地区】
•北部（士別）について

•中央部（比布・永山・東川）について

写真18 試験場視察の様子

写真17 奨決圃視察の様子 写真19 奨決圃視察の様子
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•南部（中富良野町）について

2．総合検討会における協議事
項について

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

写真20 奨決圃視察の様子

写真21 奨決圃視察の様子

北海道 米 麦 改 良第122号 7



⑺
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平成28年度 水稲府県生産流通調査報告

平成28年8月17日 独立行政法人酒類総合研究所（広島県東広島市）

北海道農政部 生産振興局 技術普及課（道南農業試験場駐在） 主査（地域支援） 辻 敏 昭

1 独立行政法人酒類総合研究
所の業務

2 日本酒の製造工程について

製造工程・原料米の説明 高度精米
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3 酒造好適米（原料米）の品質

4 研究所内の施設見学

5 おわりに

施設見学 施設見学
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平成28年8月18日 広島県立総合技術研究所農業技術センター（広島県東広島市）

道総研 農業研究本部 中央農業試験場 生産研究部 水田農業グループ 研究職員 丸 太 泰 史

�

研修の様子 八反35号
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JA

a

平成28年8月18日 西日本農業研究センター（広島県福山市）

道総研 農業研究本部 中央農業試験場 生産研究部 水田農業グループ 研究職員 佐 藤 博 一

酒米育成圃場における研修 奨励品種の原種貯蔵庫
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sp1

稲発酵粗飼料用専用品種「たちすずか」圃場視察

稲発酵粗飼料用専用品種「たちあやか」
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平成28年8月18日 広島県東部農業技術指導所（広島県福山市）

空知総合振興局 空知農業改良普及センター 主査（地域支援） 白 井 淳

�

a

a
a

Y YR-D

a

a
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a

�
a a

平成28年8月19日 全農パールライス株式会社西日本事業本部（兵庫県神戸市）

ホクレン農業協同組合連合会 米穀事業本部 米穀生産課 考査役 岩 下 徳 之

JA
JA

研修の様子
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精米機 袋詰め工程のロボットパレタイザー
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水稲収穫後のほ場管理

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 農業研究本部
中央農業試験場 農業環境部環境保全グループ 主査 塚 本 康 貴

1．稲わらの搬出

C N

t
a

2．いもち病発生ほ場での稲わ
ら処理

3．透排水性の改善
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（図
1）

（図2）

図1．収穫後のほ場管理のポイント

図2．排水不良ほ場における土壌断面の
特徴（水田）
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（写真1）

（写真2）

（写真3）

4．あぜの補修など

写真1．無材暗きょ施工機「カットド
レーン」の外観

写真3．暗きょ清掃用施設「集中管理孔」

写真2．表面排水は溝掘りで 写真4．あぜの補修
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（写真4）

5．土壌診断
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小麦の雪腐病防除について

北海道農政部生産振興局 技術普及課 農業研究本部技術
普及室主査（地域支援） 笠 原 亮 平（農業革新支援専門員）

1 過去の雪腐病発生状況

2 発生しやすい菌種を確認し
ましょう

（表1）

3 菌種と薬剤の残効に応じた
薬剤防除を

【図1・図2共通】
① 発病度は、発病程度を0～100で指数化したもので、数値が大きいほど発病が多い。
② データは北海道病害虫防除所が毎年度まとめている「秋まき小麦雪腐病の発生状況調
査結果」を使用した。

図1 雪腐病の発病度 図2 雪腐病の発病度
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表2

⑴ 雪腐黒色小粒菌核病・雪腐大粒
菌核病

F F
F

⑵ 雪腐褐色小粒菌核病・褐色雪腐病

F F

F
テブコナゾール水和剤Fを散布

すると褐色雪腐病の発生を助長する場合があ
るため、褐色雪腐病が問題となる地域では、
シアゾファミド水和剤Fによる防除を行う必
要があります。

表1 雪腐病の菌種の特徴と対策

北海道 米 麦 改 良 第122号22



表2 残効が長い薬剤と、残効の目安となる散布から根雪始までの降水量

表3 表2の殺菌剤を使用した場合の各地域における防除時期の目安

北海道 米 麦 改 良第122号 23



防除価とは、無防除区における発病度
を100とした場合の、防除区の効果の程
度を示す指数。防除価が高いほど効果が
高い。

⑶ 本技術の活用にあたっての注意
事項

①

②
a

③

4 耐雪性には品種間差があり
ます

（表4）

5 防除適期を逃さないための
準備

（写真1）

写真1 枕地の溝切り

6 無人ヘリコプター使用時は
法令と安全対策を再確認しま
しょう

「産業用無人ヘリコプターによる病害虫
防除実施者のための安全対策マニュアル
［平成28年版］は、一般社団法人農林水
産航空協会のウェブサイト
http：//mujin-heri.jp/index2.htmlで閲覧
することができます。

・耐雪性は、雪腐褐色小粒菌核病に対す
る耐病性検定結果に基づき評価してい
る指標
・（ ）は品種登録時の評価

表4 秋まき小麦各品種の耐雪性
品 種 名 耐雪性の強弱

北海道 米 麦 改 良 第122号24



7 今後に向けて －連作回避
の重要性－

写真3 写真3 前作物の違いで雪腐病の発病程
度に差が生じた事例

写真2 ラジコンヘリを使用した雪腐病
防除
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平成28年産米の初検査

【生育概況】

【検査概況】

【～各 地 の 検 査 風 景～】

（9月9日 JAびばい らいす工房検査場所） （9月12日 JA東川 東川農産物検査所）
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※第36回（平成27年度）北海道麦作共励会で最優秀賞に輝いた方々

『表彰式会場にて（平成28年3月11日（金）ホテルモントレエーデルホフ札幌）』

◎新村正敏さん（小清水町）
第1部 畑地における秋播小麦（個人）

◎滝谷陽一さん（岩見沢市）
第2部 水田転換畑における秋播小麦（個人）

◎オホーツク網走第21営農集団利用組合の皆さん（網走市）
第1部 畑地における秋播小麦（集団）

※参加申込期日は、10月末です。
詳細は、各地区の米麦改良協会へお問い合わせ願います。

Word
http : //www.beibaku.net/

第37回（平成28年度）北海道麦作共励会の
参加者・集団を募集中

～全道の各地から優秀な事例を募集しています。
たくさんのご参加をお願いいたします。～
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